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ベルランド看護助産大学校 

学校評価委員会  



2021 年度 自己点検・自己評価 

 

 質の高い看護師を養成するには、学校としての教育水準の維持・向上と、創意工夫のある教育の追求

を図ることが求められる。学校は学校の諸機能を定期的に確認し、「品質保証改善」の仕組みとして学校

評価が機能的に位置づけ運用されることが求められる。 

 専修学校の学校評価については、学校評価ガイドライン等の提示により 80%以上の学校で行われている。

本校では、2014年、2016年に自己評価を実施、2015年には学校関係者評価委員会を立ち上げ、学校の評

価委員会による学校評価、その結果に対しての学校関係者委員会からの助言提言の実施を継続し、学校

評価の PDCAサイクルが整ってきたといえる。 

 ２年に一度行っていた自己点検・自己評価であるが、今年より毎年実施することとなった。昨年と比

較して明らかとなった課題について報告する。 

 

 対  象：教職員 29名（学校長・副学校長を除く） 

 調査機関：2021年 12月 24日～2022年 1月 25日 

 調査方法：学校 WEB システム教職員ネットワークを用い、無記名にてデータを入力する。データ入力

後は、個人が特定できないように保存し、学校評価委員会でデータを取り扱う。専任教員

か事務職員の属性と所属について回答するが個人を特定しないことを条件とし依頼した。 

 評価尺度：４＝適切 ３＝やや適切 ２＝やや不適切 １＝不適切 わからない の４尺法 

      ＊評価２および１と回答した項目は、その理由と改善の提案を自由記載 

 有効回答数：事務職 5名(100%)  

助産学科専任教員 5名(100%)  

高度専門看護学科専任教員 19名(100%) 

 

全体結果 

  

大項目別平均 
前年度比 

2020 年度調査 2021 年度調査 

⑴教育理念・目標 3.56  3.22  90.45% 

⑵学校運営 3.35  2.92  87.16% 

⑶教育活動 3.43  3.09  90.09% 

⑷学修成果 3.20  2.93  91.56% 

⑸学生支援 3.38  3.13  92.60% 

⑹教育環境 3.42  3.24  94.74% 

⑺学生の受入れ募集 3.59  3.51  97.77% 

⑻財務 3.42  3.18  92.98% 

⑼法令等の遵守 3.65  3.44  94.25% 

⑽社会貢献・地域貢献 3.09  2.84  91.91% 

⑾国際交流 2.69  2.39  88.85% 

全項目平均 3.34  3.08  92.22% 



 

 

 

全体結果：全体の平均値は、2020年度 3.34、2021年度 3.08と 92.22%に低下した。 

 

＜大項目別の比較＞ 

  すべての大項目において低下している。特に低下している項目は、(1)教育理念・目標（前回対比

90.45%）、(2)学校運営（前回対比 87.16%）、(3)教育活動（前回対比 90.09%）、(4)国際交流(前回対比

88.85%)である。  

 

＜小項目の比較＞ 

 評価が上昇した小項目 

  ① 63)学内で国際交流の適切な体制が整備         2.89から 3.21へ（前回対比 111.09%） 

  ② 48)学納金は妥当なものとなっている          3.47から 3.56へ（前回対比 102.47%） 

  ③ 58)学生のボランティア活動を奨励、支援している    3.37から 3.45へ（前回対比 102.32%） 

  ④ 51)財務について会計監査が適正に行われている     3.74から 3.79へ（前回対比 101.32%） 

 特に評価が低下した項目 

  ① 62)学習成果が国内外で評価される取組        2.89から 1.93へ（前回対比 66.73%） 

  ② ８)運営組織や意思決定機能の明確化と有効性     3.38から 2.44へ（前回対比 72.32%） 

  ③ 33)進路・就職に関する支援体制の整備         3.47から 2.83へ（前回対比 81.49%） 

  ④ 26)専門分野における研修や教員の資質向上のための取組 3.42から 2.80へ（前回対比 81.87%） 

  ⑤ 57)学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献 3.15から 2.56へ（前回対比 81.13%） 

 

  

 


